
テーマ 「てんどう活性化プロジェクト ～中心市街地の活性化について 

（イオンモールの開業に伴う中心市街地との回遊性と、北本町商店

街以外の新たなイベントについて）」 

天童市での事前調査（６月２８日～２９日） 

プログラム開始・市内視察（事前調査）（６月２９日） 

昨年度より、事前調査の時期を早め、今年は６月に１泊２日の天童訪問を行いました。天童駅では、天童市

職員の歓迎を受けてすぐに、市内で嘉永年間開業の天童で一番古いおそば屋「伊藤屋」で昼食をとりました。

その後も、イオンモール天童見学、中心市街地調査、郡役所資料館での宮城浩蔵先生胸像前での記念撮影など

をおこないました。 

場所を天童市教育委員会会議室に移して行われた、若手職員との意見交換会では２時間半にわたり、個人や

グループワークで調査・検討してきた内容について質問していました。その後の交流会でもさらに活発な意見

交換をしていました。 

２日目は、一日をかけて天童市内の魅力ある場所を回りました。毎年４月に人間将棋が行われる舞鶴山山頂、

６月に旬を迎えるさくらんぼ狩り、天童の伝統工芸である書き駒体験、途中雨に降られることもありましたが、

天童最上川温泉や、道の駅天童温泉など、１０km四方の天童市を職員の方々にご案内頂きました。この２日間

の成果をグループごとに発表し、これからのグループワークや現地調査での課題について、他のグループとも

共有しました。 
    

 

 

 

 

 

 

 

天童駅に到着          オープンしたばかりのイオンモール天童      宮城浩蔵先生の胸像とともに 

   

 

 

 

 

 

 

 

中心市街地を調査         天童市若手職員との意見交換         人間将棋の会場となる舞鶴山視察 

   

 

 

 

 

 

 

  

さくらんぼ狩り               書き駒体験              道の駅てんどうで調査 

 



天童市での現地調査（８月１９日～２２日） 

熟議①（課題や問題点のしぼりこみ）（８月１９日） 

３泊４日で再び天童訪問です。一般参加者を交えて「熟議」を行ないました。 

    

 

 

 

 

 

 

現地調査・取材及びグループワーク（８月２０日・２１日） 

学生はチームごとにヒアリングや調査を精力的に行いました。宿舎に戻ってからは、会議室を貸切り、連日深

夜までグループワークに取り組みました。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熟議② ～政策提言のブラッシュアップ～（８月２１日） 

２回目の「熟議」では、学生たちが考案した政策提言の内容を高めていく作業を行いました。熟議終了後は、

宿舎で深夜まで中間報告会の準備に励みました。 

 

 

 

 

 

   

 

中間報告会（８月２２日） 

約７０名の方のご出席のもと各グループ１５分の発表を行い、水戸部教育長から講評をいただくとともに、

それぞれの班に対してたくさんの助言をいただきました。 

  

    

 

 

 

 

 

山本信治市長をはじめ天童市職員のみなさん、熟議に参加くださったみなさん、取材に快く

応じてくださったみなさん、熱いご支援ご協力いただき、誠にありがとうございました！ 






